
　な
ぜ
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り

　
　
　
　推
進
事
業
に
取
り
組
む
の

 

日
本
は
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
時
代

に
入
っ
て
い
ま
す
。
舟
形
町
の
人
口
も
毎

年
100
人
ず
つ
減
少
し
て
い
て
、
平
成
30
年

12
月
31
日
現
在
の
人
口
は
５
，３
７
８
人

で
す
。

　
町
内
会
の
地
域
活
動
を
継
続
す
る
こ
と

が
難
し
く
な
っ
て
き
た
状
況
に
加
え
、
高

齢
者
の
見
守
り
、
買
い
物
困
難
者
、
交
通

手
段
確
保
、
災
害
時
の
安
否
確
認
、
空
き

家
対
策
、
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
の
課

題
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
行
政
や
１
つ
の
町
内
会
だ
け
で
は
対
応

で
き
な
い
課
題
に
対
し
、
地
域
の
連
携
で

解
決
を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
と
お
し
、

私
た
ち
住
民
が
主
体
と
な
り
、
地
域
の
現

状
や
将
来
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
を
「
町
内
会
び
じ
ょ
ん
」
と
し
て
見

え
る
化
し
、
共
有
し
ま
す
。

　
講
師
の
斉
藤
俊
幸
氏
よ
り
、
少
子
高
齢

化
・
人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て
、
実
際
に
関
わ
っ
て
き
た
全

国
の
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
地
域
ビ
ジ

ネ
ス
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
高
知
県
の
棚
田
の
米
の

ブ
ラ
ン
ド
化
や
、熊
本
県
の
ワ
イ
ン
造
り
、

福
島
県
の
焼
酎
造
り
、
酢
の
醸
造
な
ど
、

実
際
に
地
域
素
材
（
宝
）
の
掘
り
起
こ
し

か
ら
起
業
ま
で
を
住
民
と
一
緒
に
取
り
組

ん
で
き
た
経
験
か
ら
、「
挑
戦
」、「
若
者
」、

「
地
域
外
か
ら
の
人
材
の
活
用
」
な
ど
の

　「
地
域
運
営
組
織
」
と
は

 

地
域
間
で
連
携
し
、
地
域
の
み
な
さ
ん

が
主
体
と
な
っ
て
、
行
政
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
、
高
齢
者
の
見
守
り
、
買
い
物

困
難
者
、
交
通
手
段
確
保
な
ど
の
地
域
課

題
に
対
応
し
て
い
く
組
織
で
す
。

　
町
内
会
や
地
域
づ
く
り
団
体
、
個
人
も

参
画
で
き
ま
す
。
国
が
推
進
し
て
い
て
、

山
形
県
で
も
15
の
市
町
が
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
を
挙
げ
、
人
口
減
少
時
代
に

お
い
て
も
地
方
創
生
が
可
能
で
あ
る
と
の

お
話
で
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
困
り
ご
と

（
課
題
）
を
解
決
し
て
い
く
た
め
活
動
に

係
る
経
費
が
必
要
で
、
そ
の
経
費
を
捻
出

す
る
た
め
に
は
、
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
活
性

化
が
必
要
で
あ
る
と
説
い
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
、

地
域
間
の
連
携
（
地
域
運
営
組
織
）
の
重

要
性
と
と
も
に
、
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る

収
入
の
必
要
性
や
地
域
の
み
な
さ
ん
の
力

の
重
要
性
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
講
演
と
な

り
ま
し
た
。
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生
時
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の
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　事
業
の
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ま
で
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こ
れ
か
ら
〜
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民
ア
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ケ
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ア
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の
検
証

町
内
会
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

町
内
会
び
じ
ょ
ん

地
域
運
営
組
織
形
成
の
検
討
・
構
築

地
区
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

地
区
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じ
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の
作
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地
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運
営
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検
討

平成３０年度 住 民 主 体 の 地 域 づ く り 推 進 事 業
地 域 の 未 来 を 考 え る

舟 形 町 地 域 づ く り

フォーラム
わたしが
  主役！

第１部　地域づくり講演
『地方創生時代の地域ビジネス』

地域再生マネージャー（総務省・ふるさと財団）

　講　師：斉藤　俊幸 氏

第２部
『パネルディスカッション』
コーディネーター：東北公益文科大学 伊藤眞知子 氏
コメンテーター：地域再生マネージャー 斉藤　俊幸 氏
パネリスト：町内会長、町職員、地域づくり団体　他

　
２
月
11
日
、
中
央
公
民
館
で
舟
形
町
地

域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
今
年
度
行
な
っ
て
き
た
町

内
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
地
域
間
の
連
携
を
持
ち
、
住
民
が

主
体
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り

を
検
討
し
て
い
く
た
め
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。

　
こ
の
日
は
、
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

（
総
務
省
・
ふ
る
さ
と
財
団
）
の
斉
藤 

俊
幸
氏
の
地
域
づ
く
り
講
演
会
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
町
内
外
か
ら
７
名
の
方
を
パ
ネ

リ
ス
ト
に
迎
え
、
意
見
交
換
会
を
開
催
。

東
北
公
益
文
科
大
学 
伊
藤 

眞
知
子
氏
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
振
り
返
り
や
地
域
の
課
題
な
ど
を

共
有
し
ま
し
た
。
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